
 
国：第 11 次職業能力開発基本計画と第 12 次職業能力開発基本計画【ねらいと方向性の比較】 

新型コロナウイルス感染症の影響によるデジタル技術の社会実装の進展や労働市

場の不確実性の高まり、人生 100 年時代の到来による労働者の職業人生の長期化な

ど、労働者を取り巻く環境が大きく変化していくことが予想される中で、企業にお

ける人材育成を支援するとともに、労働者の主体的なキャリア形成を支援する人材

育成戦略として、職業能力開発施策の基本的方向を定める。 

第 11 次計画 

労働者の自律的・主体的なキャリア形成の推進 

労働市場の不確実性の高まりや職業人生の長期化等を踏まえ、労働者が時代のニー

ズに即したスキルアップができるよう、キャリアプランの明確化を支援するととも

に、幅広い観点から学びの環境整備を推進する 

労働市場インフラの強化 

中長期的な日本型雇用慣行の変化の可能性や労働者の主体的なキャリア選択の拡大

を視野に、雇用のセーフティネットとしての公的職業訓練や職業能力の評価ツール

等の整備を進める 

全員参加型社会の実現に向けた職業能力開発の推進 

希望や能力等に応じた働き方が選択でき、誰もが活躍できる全員参加型社会の実現

のため、すべての者が少しずつでもスキルアップできるよう、個々の特性やニーズ

に応じた支援策を講じる 

産業構造・社会環境の変化を踏まえた職業能力開発の推進 

Society5.0 の実現に向けた経済社会の構造改革の進展を踏まえ、ＩＴ人材など

時代のニーズに即した人材育成を強化するとともに、職業能力開発分野での新た

な技術の活用や企業の人材育成の強化を図る 

産業構造の急速な変化や人口減少に伴う労働供給制約の中で、産業界等や成長分野等に必

要な人材を戦略的に育成・確保するとともに、労働市場の「見える化」など職業能力開発

の基盤整備や、個人の自律的・主体的なキャリア形成支援、企業における職業能力開発の

充実等を推進することで、労働生産性の向上及び労働者の自己実現や処遇向上等を図り、

経済社会の成長につながるよう職業能力開発施策を推進する。 

第 12 次計画 

労働市場でのスキル等の見える化の促進 

労働市場の需給調整機能を高め、職務に必要となるスキル等の情報や企業の職業能力開発

の情報の「見える化」を進めることで、人材育成の取組や処遇向上等を図ることができる

基盤を整備する 

個人のキャリア形成と職業能力開発支援の充実 

労働者個人が労働市場や会社の状況、自分の能力を適切に把握し、キャリアの目標を定め

自律的に能力開発を行うことができるよう、キャリア形成の伴走支援や個人の能力開発支

援の環境を整備する 

企業の職業能力開発への支援の充実 

企業の職業能力開発機会を充実させるとともに、能力開発の成果を労働生産性の向上に結

び付ける人事制度等の仕組みの整備や DX を推進する人材の育成、中小企業の能力開発の

支援等を推進する 

今後求められるスキルの変化に対応した戦略的な職業能力開発支援の推進 

産業界や地域、成長分野等において求められる人材ニーズを的確に把握し、デジタル技術

の進展等経済社会の動きや労働者の希望に応じた労働移動もキャリアアップの選択肢の

１つであること等も考慮しつつ、効果的な職業能力開発を推進する 

資料２－１ 

多様な労働者の能力発揮に向けた職業能力開発の推進 

多様な労働者(非正規雇用労働者、中高年労働者、若者、女性、障害者、就職やキャリアア

ップに特別な支援を要する者、外国人、現場人材)の職業能力開発に係る支援を実施する 

技能五輪国際大会を契機とした技能の振興 

技能労働者の人材育成の取組や技能五輪国際大会を契機とした技能尊重の機運醸成等を

図る 


